タンパク質局在化過程への過負荷によって誘発される細胞増殖阻害 by Kintaka, Reiko
《H28 様式 甲２の１／Style Kou 2-1》  
学位論文の要旨 







Student No. 51424205 
氏 名 
Name 金高 令子 
 学位論文題目 Title of Thesis（学位論文題目が英語の場合は和訳を付記） 
Cell growth defects triggered by overloads on protein localization processes 
（タンパク質局在化過程への過負荷によって誘発される細胞増殖阻害） 




















































 最後に，細胞の局在化 GFP の過剰発現の限界量を推定した。その結果，GFP は細胞内の総タン
パク質の 15%の量まで，そしてNES-GFP，SS-GFP，MTS-GFPはそれぞれ 1%，0.7%，4%の量
までが過剰発現できる限界であることが分かった。これらの限界量は，局在化シグナルをもつタン
パク質の過剰発現に対するそれぞれの局在化プロセスの許容能力の大きさを反映しているものと考
えられる。 
 本研究では，細胞に共通するメカニズムであるタンパク質の細胞輸送と局在化について，過剰発
現に対する頑健性と脆弱性という新しい視点から解析した。その結果，タンパク質の特定の局在化
プロセスへの過負荷が細胞増殖阻害を引き起こすことが見出された。タンパク質の過剰発現によっ
て引き起こされる細胞増殖阻害の原因について解析することは，ダウン症候群やがんなどで余分に
増加した染色体から過剰に発現するタンパク質によってもたらされる病態の理解に役立つと考えら
れる。 
 
